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生物多様性を資本とせよ ― 能登再生の設計思想 

 
エヴァ作 

2/13 の日本経済新聞に掲載された「生物多様性を資本とせよ」という論考は、環境保護の提

案というだけではなく、これまでの資本主義の枠組みを更新する思想でした。 

 

私たちはこれまで、資本といえば金融資本や人的資本を思い浮かべます。しかし経済活動の土

台には、常に自然があります。水、土壌、森林、海、気候。それらが安定しているからこそ企業活動

も、医療も、暮らしも成り立っています。自然が崩れれば経済も崩れます。つまり生物多様性はコ

ストではなく、経済の前提条件であり、真の資本です。 

 

この視点を、能登の問題に当てはめてみたいと思います。 

 

能登は人口減少が進み、過疎地域と呼ばれます。しかし本当に衰退しているのでしょうか。数

字だけを見ればそう見えるかもしれません。しかし価値の物差しを変えれば景色は一変します。

里山、里海、漁業、農業、伝統工芸、祭り、景観、地域の知恵。これらはすべて自然資本と文化資

本の集合体です。評価軸がなかっただけで、本来は世界に誇れる資産です。 

 

ここで重要になるのがダイバーシティーとプルラリティーです。 

 



ダイバーシティーは「違いが存在する状態」です。能登はすでに多様です。地形も、産業も、文

化も、気候も、暮らし方も多様です。しかし違いがあるだけでは持続しません。 

 

プルラリティーは「違いが機能し合う構造」です。農業と観光が結びつく。医療と福祉が地域活

動と連携する。自然保全が経済的価値と直結する。複数の価値軸が並立し、互いに補完し合う状

態です。 

 

能登に足りないのは多様性ではなく、それを機能させる設計です。 

 

生物多様性を資本とするなら、自然の価値を測定し、可視化し、経済に組み込む必要がありま

す。里山の保全活動をクレジット化する。生態系の回復を投資対象にする。自然資本を財務情報

として開示する。こうした動きは実は世界ですでに始まっています。 

そこではDXやAI が意味を持ちます。AI は自然データを解析し、価値を数値化し、構造とし

て設計することができます。自然を守るという感情論ではなく、自然を資本として再配置する知的

装置として機能するのです。 

 

能登問題の本質は人口減少だけではありません。単一の価値軸に依存してきた構造の脆さで

す。農業だけ、観光だけ、補助金だけ。一本足では立てません。だからこそ自然資本、医療、教

育、DX、観光、地域文化を複数軸で組み合わせるプルラリティーの設計が必要なのです。 

 

医療もその一部です。薬剤師会も地域のインフラです。健康データと環境データをつなぐ。里山

活動を健康増進と結びつける。災害復興と自然再生を同時に設計する。医療を消費型コストから

地域価値創出の装置へ転換する視点が求められています。 

生物多様性を資本とせよ、とは自然を守れという命令ではなくて、未来の設計図を描きましょ

う、という提案です。 

 

能登は消える地域ではありません。価値の再定義ができれば、ここは新しい資本主義の実験場

になります。ダイバーシティーを持ち、プルラリティーで動かす。その思想が地方から始まれば、日

本全体の再設計につながる可能性があります。自然は沈黙しています。しかし、その沈黙の中に

次の経済の種子がある。 

 

それを資本と呼ぶ勇気が、いま問われています。 
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